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１ 得点分布及び小問ごとの正答率

〈表１〉得点分布 〈表２〉小問別正答率（％）

人数 ６５０人 大問 小 問 正答率 大問 小 問 正答率

得点 人 数 ％ (1) ９２.８ (1) ６７.１

１００ ０ ０.０ (2) ８６.２ (2) ７５.７

９０～９９ ４８ ７.４ (3) ９２.５ (3) ５２.０

８０～８９ １２８ １９.７ 1
( 4 )

ア ８１.４
1

(4) ５３.１

７０～７９ １１６ １７.８ イ ５２.２ (5) ５５.７

６０～６９ １５４ ２３.７ １ （5） ６６.０ (6) ３８.２

５０～５９ ９２ １４.２ (6) ７６.６ ３ (1) ９４.２

４０～４９ ６２ ９.５

2

(1) ６５.８ (2) ５６.３

３０～３９ ３８ ５.８ (2) ８４.８

2 ( 3 )

Ａ ８５.１

２０～２９ １１ １.７ (3) ９６.３ Ｂ ８２.６

１０～１９ １ ０.２ (4) ４４.９ Ｃ ９０.３

１～ ９ ０ ０.０ 小 計 ７４.３ (4) ４４.６

０ ０ ０.０ (1) ７０.３ (5) ８６.６

＊合格者の中から，無作為に抽出した ( 2 )
ア ６７.８ 小 計 ６６.３

６５０人(12.5％)の結果である。
1

イ ７９.２ （1） ２６.３

＊％の数値は，小数点第2位を四捨五入 (3) ４２.６
( 2 )

ア ９５.７

したものである。 （4） ８３.２
４

イ ４９.３

（5） ５２.７ (3) ８０.５

２
（1） ７７.３ (4) ６２.１

( 2 )
ア ６８.７ （5） ６２.３

イ ６１.７ 小 計 ６２.７

2 (3) ５７.８

( 4 )

ウ ３１.７

エ ６０.２

オ ４８.３

小 計 ６１.４

〈表３〉大問別の正答率の経年比較

大問 分野 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

１ 地理的分野 ５２.３ ６６.０ ７１.４ ６５.１ ７４.３

２ 歴史的分野 ４７.６ ５５.８ ６６.６ ５３.３ ６１.４

３ 公民的分野 ５０.４ ６１.９ ６３.８ ６５.０ ６６.３

４ ３分野融合 － ５３.３ ６７.２ ４３.９ ６２.７

２ 分析結果の概要

〈表１〉について、70点以上の人数は全体の44.9％で高得点者は増加した(昨年度30.9％)。

50点未満の人数はは17.2％で低得点者は減少した(昨年度29.4％)。

〈表２〉について、知識・技能を用いて、グラフや図表、年表等の諸資料を活用し、考察した

ことを表現する力をみる小問（１の2の(4)、２の1の(3)、３の1の(6)）の正答率に、やや低い傾

向が見られた。また、使われていた貨幣を時代順に並べる４の(1)は、その時代の特徴の正確な

知識が要求されたため、特に正答率が低かった。

〈表３〉について、分野別の正答率は地理的分野と公民的分野が高く、歴史的分野がやや低

かった。昨年度との比較では、全ての分野において正答率が高かった。３分野融合の問題である

４は、昨年度に比べ、18.8ポイントも上がった。
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３ 小問ごとの内容及びねらい

出題形式 評価の観点

記号 用語 記述 知識 思考 資料大問 小問 内容 出 題 の ね ら い
選択 記述 理解 判断 活用

(1) 大西洋の位置について理解している。 ○ ●

(2)
日本と諸外国の時差について、資料の経度を基

○ ● ●
に判断することができる。

(3) 気候因子について理解している。 ○ ●

1 (4)
アメリカの農業区分と気候との関係について、

●
資料から読み取ることができる。 ○

(5)
日本の石油輸入先について、資料を基に判断す

○ ● ●地 ることができる。

１ (6)
理
日本と比べたエジプトの農業の特徴について、

○ ● ●的 資料から考察することができる。

(1)
分
日本国内の旅客輸送量が変化した理由について、

○ ● ●野 資料から読み取ることができる。

(2)
１世帯あたりの乗用車保有台数の地域差の理由

○ ● ●
2

について、資料から考察することができる。

(3)
ハブ空港の特徴について、資料から読み取るこ

○ ● ●
とができる。

(4) 福岡市から各地への時間と距離の関係につい ○ ● ●
て、資料から考察することができる。

(1) 平清盛とその地位について理解している。 ○ ●

(2)
元寇後の御家人の生活や幕府の政策について理

○ ○ ● ● ●
解している。

(3)
戦国大名が形成した城下町の特徴について、資

○ ● ●
1 料から判断することができる。

(4)
島原・天草一揆の原因の１つになった江戸幕府

○ ●
歴 の政策とねらいについて理解している。

２ (5)
史 戦いに使われた武器の違いを、年表や資料から

○ ● ●
的 判断することができる。

(1) 分 下関条約の内容について理解している。 ○ ●

(2) 野 ポーツマス条約締結までの過程について、資料 ○ ○ ● ●
から判断し、考察することができる。

2 (3) ベルサイユ条約を結んだころの世界のできごと ○ ● ●
について理解している。
サンフランシスコ条約が結ばれた背景と日本の

(4) 国際連合への加盟について、資料から考察する ○ ○ ● ●
ことができる。

(1) 国会の役割について理解している。 ○ ●
(2) 行政の内容について理解している。 ○ ● ●

(3)
満20歳に達した時から保障される国民の権利に

○ ●
1 ついて、理解している。

(4)
憲法改正が慎重な手続きをとっている理由を、

○ ● ●
公 資料を基に判断し、考察することができる。

(5)
民
子ども（児童）の権利条約について理解している。 ○ ●

３
(6)

的
国際法がある理由について理解している。 ○ ● ●

(1) 分
クレジットカードの保護や管理について理解し

○ ●
野
ている。

(2) 銀行のはたらきについて理解している。 ○ ● ●

2 (3)
需要と供給の関係について、資料から判断し、

○ ● ●
考察することができる。

(4) 消費者問題について理解している。 ○ ● ●

(5)
買い物弱者の解消に向けた取組について、資料

○ ●
から判断し、考察することができる。

(1) 貨幣の移り変わりについて理解している。 ○ ● ●

(2)
国宝や重要文化財と古都の関係について、資料

○ ● ● ●
を基に考察できる。 ○

４ (3)
融 銅鐸がつくられたころの日本のようすについて

○ ● ●合 理解している。

(4)
豪雪地帯にある家の工夫について、資料を基に

○ ●
考察することができる。 ●

(5) 地方公共団体の仕事について理解している。 ○ ●



- 13 -

４ 標準解答及び考察

１〈標準解答〉

(1) 大西洋 (2) アメリカ (3) エ (4) ア 放牧 イ ０

１

(5) イ (6)
(例）

エジプトは日本に比べて耕地面積はせまいが､たくさんの

肥料を使って日本より多くの穀物を作っている。

〈ねらい〉

日本の国土と同緯度に位置する国々に関する資料を基に、世界の国々と日本との関係を調

べる場面の中で、地理的な見方や考え方の基礎や我が国の国土に対する認識についての基礎

的・基本的な知識の理解をみる。また、地域的特色をとらえるための視点や方法が身に付い

ているかをみる問題である。

〈考察〉

・ (1)の海洋名を答える問いや、(2)の時差に関する問い、(3)の気候の要因に関する問い

は、正答率がそれぞれ92.8％、86.2％、92.5％とかなり高く、十分な理解ができている。

・ (4)のイの、綿花の栽培地域を資料ⅠとⅡを関係づけて判断する問いの正答率は、52.2％で、

他の問いと比べてやや低く、複数の資料を関連付ける力が不足している。

〈今後の指導〉

・ 地理的分野の各項目で学習した成果を踏まえ、日頃から世界の国々と日本とのつながり

という視点から日本の地域的特色を考察する学習の機会を設ける。

・ 資料を読み取る学習においては、日頃から複数の資料を比較したり相互に関連付けたり

する中で、共通性や相違点などを的確に読み取り、考察させる指導を行う。

〈標準解答〉

(1) 高速道路 (2)
(例）

２

鉄道やバスなどの公共の交通機関が発達している。

(3) Ｂ (4)
(例)

福岡市からの実際の距離が近くても、移動の時間がかかる。

〈ねらい〉

国内旅客輸送量など交通に関する資料を基に、日本の交通網の発達について調べる場面の

中で、新幹線や高速道路の広がりなど地理的認識を深める上での基礎的・基本的な知識の理

解、乗用車保有台数に関する資料などから仮説を設定する力などをみる。また、時間的な距

離の短縮に関する資料を読み取り、地域的特色を適切に表現させることで、思考力・判断力・表

現力をみる問題である。

〈考察〉

・ (2)の乗用車保有台数の地域差の理由を考察する問い、(3)のハブ空港の説明文から適切

な模式図を判断する問いは正答率がそれぞれ84.8％、96.3％とかなり高い。

・ (4)の福岡市からの所要時間に関する正答率が、44.9％と地理的分野の中で最も低い。

誤答例としては、「距離が離れているほど時間がかかる」という解答が多く、与えられた

資料から距離と時間の関係を的確に考察する力が不足している。
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〈今後の指導〉

・ 様々な資料から交通や人口移動に関する特色ある地理的事象に着目し、それを中核とし

て地域的特色を考察させる学習の充実を図る。その際、身近な地域への興味・関心も深め

させるよう配慮する。

・ 様々な地理情報を使って地域的特色をまとめさせたり、疑問に対する仮説を設定させた

りして、そこから見えてくる課題や解決策などを発表する学習の機会を設ける。

２〈標準解答〉

(1) ウ (2) ア
(例)

恩賞をもらえなかった。 イ
徳政

（永仁の徳政）

１

(例)
(4)

(例)
(3) 家臣 ア (5) ポルトガル人が鉄砲を伝える。

〈ねらい〉

歴史の中での様々な戦いに関する資料を基に、具体的な歴史的事象を調べる場面の中で、

歴史の大きな流れの中での政治の展開、社会の様子などについて基礎的・基本的な知識の理

解や資料の活用能力が身に付いているかをみる問題である。

〈考察〉

・ (2)のイの元寇後の御家人の生活を救済する幕府の政策を答える問いと、(4)の島原・天

草一揆の原因について答える問いは、正答率がそれぞれ79.2％、83.2％と高く、基礎的・

基本的な知識について十分な理解ができている。

・ (3)の資料から城下町を形成していた人々を判断する問いは正答率が42.6％と低く、近

世に関する基礎的・基本的な知識を基に、資料を的確に読み取り、判断することができて

いない。誤答例としては、「座」、「町人」、「農民」、「大名」が多かった。

・ (5)の資料から戦いの武器の変化を判断する問いの正答率も52.7％とやや低く、基礎的・

基本的な知識を基に、資料を的確に読み取り、判断することができていない。誤答例とし

ては、「長篠の戦い」、「関ヶ原の戦い」、「キリスト教伝来」が多かった。

〈今後の指導〉

・ 歴史的事象に対する関心を高めるため、身近な地域の歴史やテーマに基づいた具体的な

事象を取り上げ、歴史の大きな流れと各時代の特色を理解できるような指導の工夫を図る。

・ 年表や絵図など様々な資料を活用して歴史的事象を多面的・多角的に考察し、その因果

関係を理解するなど、歴史学習に対する興味・関心を引き出す授業を行う。

〈標準解答〉

(1) 下関条約 (2) ア
(例)

イ
（例）

賠償金が得られなかった。戦費

２

(3) ウ (4) ウ 西 エ ソ連 オ
（例）

国交を回復した。

（日ソ共同宣言を出した）

〈ねらい〉

日本が外国と結んだ条約に関する資料を基に、具体的な歴史的事象を調べる場面の中で、

日露戦争やサンフランシスコ平和条約などに関する資料を読み取り、活用して適切に表現さ

せることによって、思考力・判断力をみる問題である。

〈考察〉

・ (1)の日清戦争後の講話条約名を答える問いは、正答率が77.3％と高く、基礎的・基本

的な知識は概ね身に付いていると考えられる。

・ (4)のウのサンフランシスコ平和条約が結ばれた背景にある冷戦構造（西側と東側、資

本主義と社会主義）を答える問いは、正答率が31.7％と歴史分野の中で最も低く、戦後直
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後の国際情勢に関する基礎的・基本的な知識の定着が図られていないと考えられる。誤答

例としては、「東」、「連合国」が多かった。

・ (4)のオの日本の国連加盟の契機を答える問いは、正答率が48.3％とやや低く、当時

の冷戦下の国際情勢とその中での日本の位置付けに関する理解が十分図られていないと考

えられる。主な誤答例としては、「日米安全保障条約」、「日中平和友好条約」が多かった。

〈今後の指導〉

・ 生徒の興味・関心を高めるような資料を活用して、生徒が主体的に調べたり考えたりす

るなどの活動を通して、疑問点を解決し、歴史を学ぶ意欲を高めるよう指導を工夫する。

・ 各時代の特色や時代の転換にかかわる歴史的事象を重点的に選び基礎的・基本的な知識

の理解を図るとともに、各種資料から歴史的事象の意味・意義や特色、事象間の関連をと

らえ、自分の言葉で表現できるよう指導を行う。

３〈標準解答〉

（例）
憲法は、国の最高法規であり、

１

(1) 国会 (2) ウ (3) イ (4)
法の中で最も強い効力をもつから。

(5) 子ども(児童)の権利条約 (6)
（例）

国家同士が互いの主権を尊重するために、

守らなければならないルールが必要であるから

〈ねらい〉

国民の祝日に関する資料を基に、学習した内容に関連することを調べる場面の中で、国会

や現代の行政、国民の権利に関する基礎的・基本的な知識の理解をみる。また、日本国憲法

や国際法について、資料などに基づいた思考力・判断力をみる問題である。

〈考察〉

・ (6)の国際法の存在理由に関する問いの正答率は、38.2％と公民的分野の中で最も低い。

「主権」という概念に関する理解が十分図られていないと考えられる。無解答も多く、誤

答例としては、「主権をもつ機関がルールを定めている」、「主権者の定めたルールが必

要だから」が多かった。

〈今後の指導〉

・ 公民的分野の学習は、生徒の家庭や学校、地域といった身近な生活と密接に結び付いて

いることに気付かせるとともに、日常の社会生活と関連付けながら具体的事例を通して現

代社会のかかえる問題を考察させるような学習の充実を図る。

・ 社会事象には必ず原因や背景があるので、教科書の太文字の語句の表面的な理解にとど

まることなく、生徒に疑問をもたせながら原因や背景にまで踏み込んだ学習を図る。

〈標準解答〉

(1) 個 人 情 報 (2)
（例）

集めた預金を、個人や企業に貸し出 (3) Ａ イ

２
して利子を取ることで利潤を得る。

(3) Ｂ ア Ｃ オ （4） エ

（例）

(5) 商店への無料送迎サービスをしてもらう。

〈ねらい〉

買い物から連想する言葉に関する資料を基に、疑問や課題を調べる場面の中で、経済のし

くみや社会的事象などに関する事項について、クレジットカードの特色や銀行のはたらき、

需要供給の関係、消費者の権利と保護に関する基礎的・基本的な知識の理解をみる。また、
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「買い物弱者」問題に関する解決策を適切に表現させることで思考力・判断力をみる問題で

ある。

〈考察〉

・ (1)の情報化社会の中で保護や管理が求められる個人情報を答える問いや(3)の需要と供

給の関係を資料に即して判断する問い、(5)の買い物弱者対策を記述する問いの正答率

は、それぞれ94.2％、86.0％、86.6％とかなり高く、基礎的・基本的な知識は十分身に付い

ている。

・ (2)の銀行が利潤を得るしくみを記述する問いや(4)のＰＬ法に関する問いの正答率は、

それぞれ56.3％、44.6％とやや低く、理解したことを自分の言葉で表現する力やＰＬ法の

趣旨に関する正確な理解が十分図られていないと考えられる。

〈今後の指導〉

・ 生徒の経済活動である消費を中心に、身近で具体的な事例を取り上げ、経済活動の意義

について考察させるような学習の充実を図る。その際、経済に係わる様々な問題を解決し

ていく努力を積み重ねていく中で、人間の生活が維持・向上してきたことにも気付かせ、

理解させるようにする。

４〈標準解答〉

(1) ウ→ア→イ (2) ア 京都府 イ
（例）

長い間、政治や文化の中心だった。

(3) イ (4)

（例）
冬の積雪が多いため、雪の重みで家がつぶれない

(5) エ
ように屋根の傾斜を急にしている。

〈ねらい〉

日常生活の中で興味をもった貨幣の図柄について調査を行う場面の中で、様々な資料を

使って、貨幣の歴史や古代の生活、地方自治に関する理解や、内閣総理大臣の資料や雨温図

を読み取り、活用して適切に表現させることで、思考力・判断力をみる問題である。

〈考察〉

・ (1)の昔の貨幣を時代順に並べる問いの正答率は26.3％で、すべての小問の中で最も低

い。各時代の特徴を政治史的な側面だけでなく、実際の生活に即した側面からの理解が不

足していると考えられる。

〈今後の指導〉

・ ３つの分野全体を通して、習得した知識を活用して、様々な資料を比較したり関連付け

たりした学習の結果を、適切に表現できるよう指導を行う。

・ 補充的な学習、発展的な学習などを取り扱う際に、３つの分野の関連を重視した学習を

工夫して展開する。


